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トリス（2, 2’-ビピリジン）ルテニウム（II）塩化物六水和物の合成

(広島大院理)○錯体　学・配位花子・錯塩太郎　
Synthesis of Tris(2,2’-bipyridine)ruthenium(II) Chloride Hexahydrate (12 points, Arial or Helvetica Font)
(1Hiroshima Univ.; 2RIKEN) Manabu SAKUTAI,1 Hanako HAII,2 Taro SAKUEN1,2
【緒言】2,2’-ビピリジン配位子を有するトリスキレート型金属錯体は、中心金属に応じて多様な色を呈するため、色素分子、光応答分子として広く研究が行われている。本研究では、トリスビピリジンルテニウム錯体[Ru(bpy)3]Cl2·6H2O（1）に着目し、その合成と分光学的性質について詳細な検討を行った。

要旨原稿書式はこのファイルを参考に作成してください。
(1) A4判を横にして使用し、1講演につき1枚の原稿を作成してください。

(2) 余白を上下20 mm、左右30 mmずつ空けて、2段組で原稿を作成してください。

(3) この原稿の本文は、2段組間隔8 mm、段落行間は固定値16 ptで作成しています。

(4) 本文の書体は全角は明朝系、半角英字はTimes系、文字サイズ12 ptで統一してください。

(5) 発表者には○印をつけてください。但し、学生講演賞及び国際会議、討論会ポスター賞に応募する発表者は☆印
をつけてください。

(6) このA4横の原稿を約70 %縮小して、1ページ（A4縦）に2講演分を掲載します。
(7) 図、表やスキーム等は白黒で作成して一旦、JPEG画像ファイルとし、挿入メニューの「図」からファイルを挿入して下さい。段の幅114.2 mm以内で図を作成して下さい。

(8) ヘッダー、フッターは使用しないでください。
(9) PDF作成時には、図を含めカラーでの記述がないことを確認して下さい。この鋳型中の赤字注意書き等も必ず削除して下さい。

(10) PDFに変換した後、以下の操作により、全使用フォントの埋め込みがなされていることを確認して下さい。Adobe Acrobat等でPDFファイルを開いて、「文書のプロパティ」を選択し、「フォント」をクリックすると確認できます。使用した全フォントの横に「（埋め込みサブセット）」と表示されていれば問題ありません。１つでも（埋め込みサブセット）と表示されていないフォントが含まれている場合には、使用するフォントのPDF作成時のフォント埋め込み指定を変更してPDFの再作成を行うか、変更をお願いします。条件を満たさないPDFファイルはWEBシステムでの受付けが拒否されますのでご注意下さい。
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�図１　[Ru(bpy)3]2+の構造





各自記入の上ご投稿下さい。サイズ改変不可。間違えないようご注意下さい！





(14ポイントゴシック)





(注　発表者に○、学生講演賞及びポスター賞応募者には☆)





不要アイテムは全て削除。赤字使用不可。このひな形は、討論会で発表される方のみ利用可。60CCCO発表者は、英文ひな形をご利用下さい。














